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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影毎に、撮影に係る特定の種別の設定パラメーターを、基準値と、該基準値に対する
補正量で補正した補正値とに設定した複数回の撮影を、一度の撮影指示に基づいて行うオ
ートブラケッティング撮影モードで撮影されたブラケッティング撮影画像を読み出す読み
出し手段と、
　前記読み出し手段で読み出した前記ブラケッティング撮影画像と共に、該ブラケッティ
ング撮影画像を撮影した際の電子カメラでの前記オートブラケッティング撮影モードで補
正された設定パラメーターの前記種別と、前記基準値と、前記補正量とを対応づけて表示
手段に同時に表示するように制御する表示制御手段とを有することを特徴とする表示制御
装置。
【請求項２】
　前記表示制御手段は、前記基準値を撮影者が設定する場合は前記基準値を表示し、前記
基準値を電子カメラが自動的に設定する場合は前記基準値を表示しないように制御するこ
とを特徴とする請求項１記載の表示制御装置。
【請求項３】
　前記表示制御手段は、前記補正量を前記基準値に対する相対的な数値にて表示するよう
に制御することを特徴とする請求項１または２に記載の表示制御装置。
【請求項４】
　前記表示制御手段は、表示されるブラケッティング撮影画像が前記基準値で撮影された
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場合、前記補正量を補正なしを示す情報で表示するように制御することを特徴とする請求
項１乃至３のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項５】
　前記種別は、ホワイトバランスであることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項
に記載の表示制御装置。
【請求項６】
　前記種別は、露出であることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の表示
制御装置。
【請求項７】
　前記表示制御手段は、前記オートブラケッティング撮影モードでの設定パラメーターの
前記種別以外に関する撮影に係る設定パラメーターの情報も同時に表示するように制御す
る請求項１乃至６のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項８】
　前記表示制御手段は、前記表示手段に同時に単一の前記ブラケッティング撮影画像のみ
を表示するように制御することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の表示
制御装置。
【請求項９】
　前記表示制御手段は、撮像手段を有する電子カメラであることを特徴とする請求項１乃
至７のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１０】
　撮影毎に、撮影に係る特定の種別の設定パラメーターを、基準値と、該基準値に対する
補正量で補正した補正値とに設定した複数回の撮影を、一度の撮影指示に基づいて行うオ
ートブラケッティング撮影モードで撮影されたブラケッティング撮影画像を読み出す読み
出しステップと、
　前記読み出しステップで読み出した前記ブラケッティング撮影画像と共に、該ブラケッ
ティング撮影画像を撮影した際の前記オートブラケッティング撮影モードで補正された設
定パラメーターの前記種別と、前記基準値と、前記補正量とを対応づけて表示手段に同時
に表示するように制御する表示制御ステップとを有することを特徴とする表示制御装置の
制御方法。
【請求項１１】
　コンピュータを、請求項１乃至９のいずれか１項に記載された表示制御装置の各手段と
して機能させるプログラム。
【請求項１２】
　コンピュータを、請求項１乃至９のいずれか１項に記載された表示制御装置の各手段と
して機能させるプログラムを格納したコンピュータが読み取り可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、露出値やホワイトバランス調整値を、自動的に変化させながら連続撮影を行
うオートブラケッティング（自動段階露光）機能を有する表示制御装置及び制御方法、プ
ログラム、記録媒体に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、銀塩フィルムを用いるスチルカメラでは、夕暮れのシーンや高反射率の被写体が部
分的に存在するなど、適正な露出の決定が困難な場合には、同一シーンの露出を僅かに変
えながら複数枚コマ撮りし、その中から適正な露出のコマを選択する、所謂オートブラケ
ッティング（Automatic Exposure Bracketing：自動段階露光）撮影が行われる。
【０００３】
撮影デバイスとして、ＣＣＤなどを用いる電子スチルカメラを利用する場合でも、露出に
関する事情は同じであり、適正でない露光量で撮影を行うと暗い画像（露出アンダー）や
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、逆に明るすぎる画像（露出オーバー）しか得られないので、露出決定の難しいシーンで
は、銀塩カメラと同様オートブラケッティング撮影を行うことになる。
【０００４】
この様な、オートブラケッティングモードの設定方法としては、従来、オートブラケッテ
ィング設定モードを選択し、電子ダイヤルなどの操作部材を操作して、オートブラケッテ
ィング撮影を行うための補正量を設定する。そして、通常の撮影モードに戻り、撮影を行
うための露出値を決定する。そして、この露出値に対して、設定された補正量、露出を変
えて（シャッタースピードや、絞り値を変えて）自動的に撮影を行う。
【０００５】
また、電子カメラ特有のものとして、ＣＣＤのゲインやガンマー特性、ホワイトバランス
等画像処理パラメーターの少なくとも１つを変化させてブラケッティング撮影を行う手法
があり、例えばＣＣＤのゲインやガンマー特性を変化させることで、露出値を自動的に変
化させてオートブラケッティング撮影を行う手法が特開平１１－００４３８０号公報にて
開示されている。
【０００６】
更に、画像処理パラメーターの１つであるホワイトバランスの調整値を自動的に変化させ
てオートブラケッティング撮影を行うものが開示されている。
【０００７】
これら開示されている公報では撮影終了後、ブラケッティング撮影画像を含む撮影済画像
を撮影者が確認できるように外部表示器に表示するような機能が設けられている。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、前述した露出値やホワイトバランスの調整値を変化させるオートブラケッ
ティング撮影後の画像確認にはオートブラケッティング撮影画像であることを識別する情
報表示がないため、以下のような問題があった。
【０００９】
▲１▼、どの撮影画像がブラケッティング撮影画像か容易に識別できないので撮影者がこ
のブラケッティング撮影画像を探すのに余計な時間を費やしてしまう。
【００１０】
▲２▼、補正量が表示されないので、補正量が少ない場合、ブラケッティング撮影画像の
識別が困難である。
【００１１】
▲３▼、複数の画像処理パラメーターでオートブラケッティング撮影を行った後の画像確
認で、どの画像処理パラメーターが該当するのか、識別が困難である。
【００１２】
▲４▼、補正量が表示されないので、補正量と撮影画像の変化との対応がとれない等々の
問題があった。
【００１３】
　本発明は、上記従来技術の欠点を解決するために成されたもので、露出値や、ホワイト
バランス調整値等の画像処理パラメーターを変化させるオートブラケッティング撮影を行
った後の撮影画像確認において、ブラケッティング撮影画像であることと、補正値とを容
易に識別できる構成とした表示制御装置及び制御方法、プログラム、記憶媒体を提供する
ことを目的とする。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために、本発明の表示制御装置は、
　撮影毎に、撮影に係る特定の種別の設定パラメーターを、基準値と、該基準値に対する
補正量で補正した補正値とに設定した複数回の撮影を、一度の撮影指示に基づいて行うオ
ートブラケッティング撮影モードで撮影されたブラケッティング撮影画像を読み出す読み
出し手段と、
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　前記読み出し手段で読み出した前記ブラケッティング撮影画像と共に、該ブラケッティ
ング撮影画像を撮影した際の電子カメラでの前記オートブラケッティング撮影モードで補
正された設定パラメーターの前記種別と、前記基準値と、前記補正量とを対応づけて表示
手段に同時に表示するように制御する表示制御手段とを有することを特徴とする。
【００２５】
即ち、請求項１記載の発明では、オートブラケッティング撮影画像と同じ画面上に対応し
た画像処理パラメーターと共に、同時にその補正量を撮影者が識別することが出来る。
【００２６】
請求項２記載の発明では、基準値を撮影者が設定可能な画像処理パラメーターは画像処理
パラメーターと基準値とを表示し、基準値をカメラが自動的に設定する画像処理パラメー
ターは画像処理パラメーターのみ表示するようにしているので、外部設定された基準値と
自動設定された基準値との識別ができる。
【００２７】
請求項３記載の発明では、前記補正量情報を、基準値を撮影者が設定可能な画像処理パラ
メーターの場合、基準値に対する相対数値で表示するようにしているので、設定基準値に
対する補正量を相対的に判断することができる。
【００２８】
請求項４記載の発明では、前記補正量情報を、基準値をカメラが自動的に設定する画像処
理パラメーターの場合、補正量の絶対数値で表示するようにしているので、基準値が分ら
なくても補正した撮影画像を絶対値的に判断することができる。
【００２９】
請求項５記載の発明では、前記補正量情報を補正なしの基準値撮影画像でも表示するよう
にしているので、ブラケッティング撮影画像であることが分る。
【００３０】
【発明の実施の形態】
以下に本発明に係る電子カメラの実施の形態を説明する。
【００３１】
図１は、本発明に係る実施例における一眼レフタイプ電子カメラの外観上面図、図２は、
本発明に係る実施例における一眼レフタイプ電子カメラの外観背面図、図３は、本発明に
係る実施例における一眼レフタイプ電子カメラの制御系の構成を示すブロック図、図４（
ａ）、（ｂ）、（ｃ）は、本発明に係る実施例における一眼レフタイプ電子カメラの上面
液晶表示部に表示される画像の例を示す説明図、図５は、本発明に係る実施例における一
眼レフタイプ電子カメラのＩＳＯブラケッティング設定動作を示すフローチャート、図６
は、本発明に係る実施例における一眼レフタイプ電子カメラのＩＳＯブラケッティング撮
影におけるシーケンス制御動作を示すフローチャート、図７は、図６のステップＳ２０４
における撮影処理の詳細な制御動作を示すフローチャート、図８は、本発明に係る実施例
における一眼レフタイプ電子カメラのＩＳＯブラケッティング撮影画像の表示例を示す説
明図、（ａ）は、基準値ＩＳＯ２００に対しマイナス１段（ＩＳＯ１００相当）にて撮影
した撮影画像の表示例、（ｂ）は、基準値（補正量なし）にて撮影した撮影画像の表示例
、（ｃ）は、基準値ＩＳＯ２００に対しプラス１段（ＩＳＯ４００相当）にて撮影した撮
影画像の表示例、図９（ａ）、（ｂ）、（ｃ）は、本発明に係る実施例における一眼レフ
タイプ電子カメラのＷＢ（ホワイトバランス）ブラケッティング撮影画像の表示例を示す
説明図、図１０は、本発明に係る実施例における一眼レフタイプ電子カメラの背面液晶表
示部に表示される画像の例を示す説明図である。
【００３２】
以下、本発明の実施の形態を一眼レフタイプ電子カメラの実施例により詳しく説明する。
【００３３】
なお、本実施例では、記録手段として着脱可能な記録装置を用いているが、本発明は、こ
れに限らず、記録装置を内蔵する形で同様に実施することができる。
【００３４】
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図１及び図２には、本発明の実施例である“一眼レフタイプ電子カメラ”を示している。
【００３５】
図１は、本発明に係る実施例における一眼レフタイプ電子カメラの外観上面図、図２は同
電子カメラの外観背面図である。
【００３６】
図１及び図２において、１００はカメラ本体、１１１はファインダー観察用の接眼窓であ
る。１１２はＡＥ（自動露出）ロックボタン、１１３はＡＦ（オートフォーカス）の測距
点選択ボタンである。
【００３７】
１１４は撮影操作をするためのレリーズボタンであり、第１ストロークでＳＷ１がＯＮし
、第２ストロークでＳＷ２がＯＮする構成となっている。
【００３８】
１１５は第１の操作手段であるメイン電子ダイヤルで、例えば９０°位相のずれた２ビッ
トの信号をマイクロコンピュータ（ＭＰＵ）１に送ることにより、回転方向と回転クリッ
ク数が検出される。
【００３９】
この回転方向と回転クリック数を検出することで、他の操作釦と併用して、カメラに数値
を入力したり、撮影モードを切り換えたりすることが可能となる。
【００４０】
尚、この情報設定方法は、特開昭５８－６３９２２号、及び特開昭６０－１０３３３１号
において公知であるので、詳しい説明は省略する。
【００４１】
図１及び図２において、１１７は撮影モード選択ボタン、１１８はＡＦモード選択ボタン
、１１９は測光モード選択ボタンで、調光補正ボタンも兼ねている。
【００４２】
例えば、撮影モード選択ボタン１１７を押しながらメイン電子ダイヤル１１５を回転させ
ると、Ｔｖ優先→Ａｖ優先→マニュアル→プログラム→Ｔｖ優先→Ａｖ優先→マニュアル
→プログラム…と変更され、撮影者の意図するモードに設定することができる。
【００４３】
また、メイン電子ダイヤル１１５を逆回転させた時は、プログラム→マニュアル→Ａｖ（
絞り）優先→Ｔｖ（シャッター）優先→プログラム→…とモードは変更される。
【００４４】
また、撮影モード選択ボタン１１７と電子ダイヤル１１５によりＴｖ優先がモードとして
設定されている場合には、メイン電子ダイヤル１１５を回転させることにより撮影者の希
望するＴｖ値（シャッタースピード）を設定することができる。
【００４５】
また、撮影モード選択ボタン１１７とメイン電子ダイヤル１１５によりＡｖ優先がモード
として設定されている場合には、メイン電子ダイヤル１１５を回転させることにより撮影
者の希望とするＡｖ値（絞り値）を設定することができる。
【００４６】
また、ＡＦ（オートフォーカス）モード選択ボタン１１８と測光モード選択ボタン１１９
を同時に押すことで、ＩＳＯ値の設定やＩＳＯブラケッティングの設定ができるＩＳＯブ
ラケッティング設定モードが選択される。尚、ＩＳＯブラケッティング設定モードに関し
ては、後に詳述する。
【００４７】
図２及び図３において、１２０は撮影された画像を表示する表示手段としてのＬＣＤモニ
ター装置（液晶表示器）である。
【００４８】
図２において、１２１はＬＣＤモニター装置１２０をオン／オフするためのモニタースイ
ッチである。
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【００４９】
本実施例におけるＬＣＤモニター装置１２０は透過形であるため、ＬＣＤモニター装置の
駆動だけでは、画像を視認することはできず、必ずその裏面にはバックライト照明装置（
図示略）が必要である。
【００５０】
図１及び図２において、１１６はメイン電子ダイヤル１１５と同様の機能を備えた、第２
の操作手段であるサブ電子ダイヤルである。撮影モード選択ボタン１１７とメイン電子ダ
イヤル１１５によりマニュアルモードが設定された時には、絞り値の入力設定、プログラ
ムモード（Ｐ）・シャッター優先モード（Ｔｖ）・絞り優先モード（Ａｖ）においては測
光した適正露出に対し、カメラの制御露光量を変更する露出補正量の入力設定を行うもの
である。
【００５１】
図２において、１２２はこのサブ電子ダイヤル１１６による入力機能をロックするダイヤ
ルロックスイッチ、１２３は本電子カメラの全ての動作を禁止するメインスイッチである
。
【００５２】
１２４はＬＣＤモニター装置１２０に画像を表示する際や、カメラの初期設定の際にモー
ドを選択するためのメニューボタンで、各モードを選択する時は、このメニューボタン１
２４を押しながらサブ電子ダイヤル１１６を回転して希望のモードを選択する。希望のモ
ードが選択された時、メニューボタン１２４を離すと選択が完了する。
【００５３】
カメラ上面に配置されている１４０及びカメラ背面に配置されている１４０Ａは撮影条件
等を表示する外部表示機能を備えた液晶表示装置よりなる外部液晶表示装置である。１２
５はホワイトバランス調整をオートホワイトバランスモード、蛍光灯モード、ストロボモ
ード等から選択するホワイトバランス（以下ＷＢと省略する）モード選択ボタンであり、
メイン電子ダイヤル１１５及びサブ電子ダイヤル１１６との同時操作によりＷＢモード選
択やＷＢブラケッティング撮影の設定ができる。尚、ＷＢブラケッティング設定モードに
関しては、後に詳述する。
【００５４】
１２６は撮影する画像の記録をラージ／ファイン（Ｆ／Ｌ）、ラージ／ノーマル（Ｎ／Ｌ
）、スモール／ファイン（Ｆ／Ｓ）等から選択する記録画質選択ボタンである（尚、記録
形式はＪＰＥＧ形式）。また、ＷＢモード、記録画質モード等は背面に配置されている外
部液晶表示装置１４０Ａに表示される。
【００５５】
撮影レンズ２００は、カメラ本体１００に対して、本体マウント（図示略）を介して交換
可能である。
【００５６】
図３は、本発明に係る実施例における“一眼レフタイプ電子カメラ”の制御系の構成を示
すブロック図である。
【００５７】
図３において、１はカメラ本体に内蔵された制御手段であるところのマイクロコンピュー
タの中央処理装置（以下、ＭＰＵと記す）である。
【００５８】
ＭＰＵ１には、ＡＦ駆動回路１２，絞り駆動回路１３，ミラー駆動回路１４，焦点検出回
路１６，シャッター駆動回路１７，映像信号処理回路１１，スイッチセンス回路２１，測
光回路２３、液晶表示駆動回路２４が接続されている。ＭＰＵ１は各要素，上記回路を予
め定めた順序でシーケンシャルに制御する。
【００５９】
２００は撮影レンズであり、ＡＦ（オートフォーカス）駆動回路１２は、例えば、ステッ
ピングモータによって構成され、ＭＰＵ１の制御によって撮影レンズ２００内のフォーカ
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スレンズ位置を変化させることによりＣＣＤ７にピントを合わせる。
【００６０】
絞り駆動回路１３は、例えば、オートアイリスなどによって構成され、ＭＰＵ１の制御に
よって絞り２を変化させて光学的な絞り値を変化させる。
【００６１】
メインミラー４は、撮影レンズ２００により結像される被写体像を、ペンタプリズム（ペ
ンタゴナルダハプリズム）３へ導くと共に、その一部を透過させ、後述するサブミラー５
を通して焦点検出センサー１５へ導くためのものである。そしてミラー駆動回路１４によ
り、ファインダーにて被写体像を観察可能な位置と撮影時に被写体光束の光路から退避す
る退避位置とを可動自在に構成されている。
【００６２】
サブミラー５は、メインミラー４の一部を透過した被写体光を反射させて、焦点検出セン
サー１５へ被写体像を導くためのものである。このサブミラー５は、前記メインミラー４
、又は、前記メインミラー４のミラー駆動回路１４と連動し、前記メインミラー４がファ
インダーにて被写体像を観察可能な位置にあるときには、焦点検出センサー１５へ被写体
光を導く位置に、また、撮影時には被写体光束の光路から退避する退避位置に可動自在に
構成されている。
【００６３】
ミラー駆動回路１４は、例えばＤＣモータとギヤトレインなどから構成され、ＭＰＵ１の
制御によってメインミラー４やサブミラー５を駆動させる。
【００６４】
ペンタプリズム（ペンタゴナルダハプリズム）３は、メインミラー４によって導かれた被
写体像を正立正像に変換反射する光学部材である。
【００６５】
撮影レンズ２００を通過した被写体光束は、絞り２を通過して、メインミラー４で反射さ
れペンタプリズム３に導かれ接眼窓１１１で被写体像を観察することができる。
【００６６】
更には測光センサー２２へも導かれる。また、メインミラー４を透過した光束はサブミラ
ー５で反射され、ＣＣＤ７面とほぼ等価な位置におかれた焦点検出センサー１５の検出面
上で再結像される。
【００６７】
その光像は、電気的なイメージ信号に変換されて焦点検出回路１６に供給される。
【００６８】
焦点検出回路１６はＭＰＵ１の信号に従い、焦点検出センサー１５の蓄積制御と読み出し
制御を行って、画素情報をＭＰＵ１へ出力する。
【００６９】
ＭＰＵ１は焦点検出回路１６からの被写体像のイメージ信号に基づいて、周知の位相差検
出法による焦点検出演算を行い、撮影レンズ２００による結像面とフィルム面等の予定結
像面との差、即ち、デフォーカス量及びデフォーカス方向を求める。
【００７０】
そして、ＭＰＵ１は算出したデフォーカス量及びデフォーカス方向に基づいて、ＡＦ駆動
回路１２を介して撮影レンズ２００内のフォーカスレンズ位置を変化させ合焦位置まで駆
動する。
【００７１】
６は機械シャッター装置で、ファインダー観察時には被写体光束を遮り、撮像時にはレリ
ーズ信号に応じて被写体光束の光路から退避して露光を開始させる先羽根群６ａ（図示略
）と、ファインダー観察時には被写体光束の光路から退避していると共に、撮像時には先
羽根群６ａ（図示略）の走行開始後所定のタイミングで被写体光束を遮光する後羽根群６
ｂ（図示略）とを有するフォーカルプレーンシャッターである。また、この機械シャッタ
ー装置６はＭＰＵ１の指令を受けたシャッター駆動回路１７によって制御される。
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【００７２】
本実施例においては、先羽根群６ａと後羽根群６ｂの両方とを有している場合について説
明しているが、遮蔽部材を一つだけとして露光を開始する時は被写体光束の光路から退避
し、撮影が終了後再び被写体光束の光路を遮蔽する位置まで戻るような構成としても構わ
ない。
【００７３】
７は撮影レンズ２００により結像された被写体像を撮像して電気信号に変換する固体撮像
素子である。固体撮像素子は、公知の２次元形撮像デバイスであるＣＣＤが用いられてい
る。撮像デバイスには、ＣＣＤ形、ＭＯＳ形、ＣＩＤ形、ＣＰＤ形など様々な形態があり
、何れの形態の撮像デバイスを採用しても良いが、本実施の形態においては、光電変換素
子（フォトセンサ）が２次元的に配列され、各センサーで蓄積された信号電荷が垂直転送
路、及び、水平転送路を介して出力されるインターライン形ＣＣＤ撮像素子が採用されて
いる。
【００７４】
８はクランプ／ＣＤＳ（相関二重サンプリング）回路で、Ａ／Ｄ変換する前の基本的なア
ナログ処理を行うと共に、クランプレベルの変更も可能である。
【００７５】
９はＡＧＣ（自動利得調整装置）で、Ａ／Ｄ変換する前の基本的なアナログ処理を行うと
共に、ＡＧＣ基本レベルの変更も可能である。なお、ＡＧＣ基本レベルは、後述するＩＳ
Ｏの設定に対応した値で行う。つまり、ＩＳＯの値（露出値）が変更されると、ＡＧＣの
基本レベルが変更されることになる。
【００７６】
１０はＡ／Ｄ変換器で、アナログのＣＣＤ７出力信号をデジタル信号に変換する。
【００７７】
尚、ＣＣＤ７，クランプ／ＣＤＳ回路８，ＡＧＣ９，Ａ／Ｄ変換器１０にて、撮像手段を
構成している。
【００７８】
１１は画像処理手段である映像信号処理回路で、デジタル化されたＣＣＤ７の画像データ
に、ホワイトバランス特性、ガンマー特性、フィルター処理、モニター表示用の情報合成
処理など、ハードウエアによる画像処理全般を担当する。
【００７９】
この映像信号処理回路１１からのモニター表示用の画像データは、ＬＣＤ駆動回路２５を
介して画像表示手段であるＬＣＤモニター１２０に表示される。
【００８０】
これらの機能の切り換えは、ＭＰＵ１とのデータ交換により行われ、必要に応じて画像処
理パラメーターの１つであるＣＣＤ７の出力信号のホワイトバランス情報やゲイン情報等
をＭＰＵ１に出力可能であり、その情報を基にＭＰＵ１はホワイトバランス調整やゲイン
調整を行う。
【００８１】
また、ＭＰＵ１の指示により、何もせずにメモリコントローラ２６を通じて、バッファメ
モリ２７に画像データを保存することも可能である。また、映像信号処理回路１１は、Ｊ
ＰＥＧなどの圧縮処理を行う機能も有している。
【００８２】
また、連写の場合は、一旦、画像記憶手段であるバッファメモリ２７に画像データを格納
し、処理時間が掛かる場合にメモリコントローラ２６を通して未処理の画像データを読み
出し、映像信号処理回路１１で画像処理や圧縮処理を行い、連写スピードを稼ぐ構成とな
っている。連写枚数は、バッファメモリ２７の容量に大きく左右される。
【００８３】
メモリコントローラ２６では、映像信号処理回路１１から入力された未処理のデジタル画
像データをバッファメモリ２７に格納し、処理済みのデジタル画像を画像記録手段である
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メモリ２８に記録したり、逆にバッファメモリ２７やメモリ２８から画像データを映像信
号処理回路１１に出力したりする。
【００８４】
また、メモリコントローラ２６は、外部インターフェース２９を介して送られてくる映像
をメモリ２８に記録することや、メモリ２８に記録されている画像を外部インターフェー
ス２９を介して出力可能である。尚、メモリ２８は、カメラ本体に対して装脱可能に構成
されている。
【００８５】
２１はスイッチセンス回路で、各スイッチの操作状態に応じて各部を制御する。
【００８６】
１１４ａはレリーズボタン１１４の第１ストロークによりオンするスイッチＳＷ１である
。１１４ｂは、レリーズボタン１１４の第２ストロークによりオンするスイッチＳＷ２で
ある。スイッチＳＷ２がオンされるとレリーズ操作が開始される。
【００８７】
また、メイン電子ダイヤル１１５，サブ電子ダイヤル１１６，撮影モード選択ボタン１１
７、ＡＦモード選択ボタン１１８、測光モード選択ボタン１１９が接続されていて、各ボ
タン／ＳＷの状態をＭＰＵ１へ送信する。
【００８８】
２３は測光回路で、画面内の各エリアの輝度信号として、測光センサー２２からの出力を
ＭＰＵ１に出力する。ＭＰＵ１は輝度信号をＡ／Ｄ変換し、撮影時の露出を算出する。
【００８９】
２４は液晶表示駆動回路で、ＭＰＵ１の表示内容命令に従って、外部液晶表示装置１４０
及び１４０Ａやファインダー内液晶表示器３０を駆動する。また、液晶表示駆動回路２４
は、ＭＰＵ１の指示により特定のセグメントを点滅表示状態にすることが可能である。
【００９０】
３１は電源部で、各ＩＣ（集積回路）や駆動系に必要な電源を供給する。
【００９１】
次に、図４乃至図５を用いて、ＩＳＯブラケッティング撮影の設定方法について説明する
。
【００９２】
ＩＳＯブラケッティング撮影とは、本実施の形態においては、説明の簡略化のために露光
時間は変えずに（シャッタースピードや、絞り値を変化させずに）撮影画像に対するゲイ
ンの補正のみで露出（ＩＳＯ）の値を変化させてブラケッティング撮影するものとするが
、勿論シャッタースピード、絞り値を変化させてブラケッティング撮影してもよい。
【００９３】
尚、本実施例ではＣＣＤのゲインを変化させることで、ＩＳＯの値を変更しているが、こ
れに限定するものでは無く、例えば、ガンマーの値を変更しても良い。
【００９４】
図５のステップＳ１００において、ＡＦモード選択ボタン１１８とＡＥモード選択ボタン
１１９の両方が、ＯＮしたか否かを判別する。ＯＮされたと判別されたならば、ステップ
Ｓ１０１へ移行し、ＩＳＯブラケッティング設定モードになる。この時、外部液晶表示装
置１４０は、図４（ａ）、（ｂ）、（ｃ）に示す表示となる。
【００９５】
図４において、図４（ａ）は初期の状態を示している。後に詳述する操作が行われると、
図４（ｂ）以降の表示に変化していく。
【００９６】
図４の表示画面において、１４０ａは設定されているＩＳＯの値（露出値）を示している
。１４０ｂはＩＳＯのブラケッティング補正量をドットにて示し、１ドット１／３段を表
している。１４０ｃはブラケッティング補正量を７セグメント表示にて示している。
【００９７】
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図５に戻って、ステップＳ１０２，ステップＳ１０４では、それぞれメイン電子ダイヤル
１１５とサブ電子ダイヤル１１６の入力を判別する。入力がされない時にはステップＳ１
０７へ移行する。
【００９８】
ステップＳ１０２において、メイン電子ダイヤル１１５の入力が確認されると、ステップ
Ｓ１０３にて、ＩＳＯの値を変更する。この時の図４における１４０ａの表示は、初期値
の値がＩＳＯ２００ならば、メイン電子ダイヤル１１５が１クリック回転される毎に、２
００→２５０→３２０→４００・・・１６００まで１／３段づつ増加していく。また、逆
回転方向に操作されると、１６００→１２５０→１０００→８００・・・→２００と１／
３づつ減少していく。
【００９９】
図５に戻って、ステップＳ１０４にてサブ電子ダイヤル１１６の入力が確認されると、ス
テップＳ１０５にて、ブラケッティング補正量が決定される。
【０１００】
この時の図４における１４０ｂの表示は、初期状態を示す図４（ａ）の状態から、サブ電
子ダイヤル１１６が１クリック回転される毎に、１ドットづつ変化していく。図４（ｂ）
は、サブ電子ダイヤル１１６が初期状態図４（ａ）から１クリック操作されたときのドッ
トの状態を示し、図４（ｃ）はサブ電子ダイヤル１１６が初期状態から、２クリック操作
された状態を示している。
【０１０１】
また、サブ電子ダイヤル１１６を逆方向に回転させると、図４（ｃ）の状態から図４（ｂ
）→図４（ａ）の状態へ１ドットづつ逆に変化していく。
【０１０２】
１４０ｃの表示もドットの表示に対応して、サブ電子ダイヤル１１６が１クリック回転さ
れる毎に、０．０→０．３→０．７→・・・→３．０まで１／３段づつ変化していく。ま
た、逆方向へ回転させると、３．０→２．７→２．３→・・・→０．０と変化していく。
【０１０３】
図５に戻って、ステップＳ１０５にてＩＳＯブラケッティングの補正が行われると、ステ
ップＳ１０６にて、ＩＳＯブラケッティングのフラグを設定し、変数Ｎ＝０をＭＰＵ１内
のメモリに記憶して、ステップＳ１０７へ移行する。このフラグが設定されると後述する
ＩＳＯブラケッティング撮影が行われる。つまりは、ＩＳＯ設定モードにてサブ電子ダイ
ヤル１１６が操作され、ブラケッティング補正量が設定されると、ＩＳＯブラケッティン
グ撮影が行われることになる。
【０１０４】
ステップＳ１０７では、ＡＦモード選択ボタン（ＳＷ）１１８及びＡＥモード選択ボタン
（ＳＷ）１１９がＯＦＦしたか否かを判別し、ＯＦＦしていない場合には、以上説明した
操作を繰り返し、ＯＦＦされたと判別された時には、ＩＳＯブラケッティング設定モード
を終了する。
【０１０５】
次に、図６を用いて、ＩＳＯブラケッティングの撮影シーケンスについて説明する。
【０１０６】
図６のステップＳ２０１にてＳＷ１がＯＮされたか否かを判別し、ＯＮされたと判別され
たならば、ステップＳ２０２へ移行する。
【０１０７】
ステップＳ２０２では測光回路２３の出力されたデータに基づいて、ＭＰＵ１にて露出値
（シャッタースピードや絞り値を算出）を算出する。
【０１０８】
尚、前記測光回路２３は合焦した焦点検出領域を含む測光領域（不示図）に重み付けされ
た公知の測光演算を行い、露出値が演算される。
【０１０９】
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また、同時に焦点検出回路１６の出力であるフォーカス情報に基づいてＭＰＵ１はレンズ
駆動量を演算決定し、ＡＦ駆動回路１２を用いて撮影レンズ２００の一部のレンズを駆動
し、ピント調整する。
【０１１０】
ステップＳ２０３では、ＳＷ２がＯＮされたか否かを判別する。ＯＮされていないと判別
された時には、ステップＳ２０１へ戻り、すでに説明した動作を繰り返す。ステップＳ２
０３にて、ＯＮされたと判別した時には、ステップＳ２０４へ移行する。
【０１１１】
このステップＳ２０４の撮影処理について図７を用い詳細に説明する。
【０１１２】
図７は、図６のステップＳ２０４における撮影処理の詳細なフローチャートを示す。
【０１１３】
図７において、ステップＳ３０１でミラー駆動回路１４は、ＭＰＵ１の命令により、メイ
ンミラー４、サブミラー５をミラーアップ位置に移動する。
【０１１４】
ステップＳ３０２において、ＭＰＵ１は図６のステップＳ２０２にて算出された絞り値に
、絞り駆動回路１３によって絞り２を駆動する。
【０１１５】
ステップＳ３０３において、ＭＰＵ１は、ＣＣＤ７の電荷クリア動作を行った後に、ステ
ップＳ３０４にてＣＣＤ７の電荷蓄積を開始してステップＳ３０５へ移行する。
【０１１６】
ステップＳ３０５において、シャッター駆動回路１７によって、機械シャッター装置６内
の先羽根群６ａ（図示略）を駆動させ（シャッターが開く）、ＣＣＤ７の露光を開始する
（ステップＳ３０６）。
【０１１７】
ステップＳ３０７において、ＭＰＵ１は、図６のステップＳ２０２にて算出されたＣＣＤ
７の露光時間が終了したか否かを判別し、終了したと判別された時には、ステップＳ３０
８へ移行する。
【０１１８】
ステップＳ３０８において、シャッター駆動回路１７はＭＰＵ１の指示に従い、機械シャ
ッター装置６内の後羽根群６ｂ（図示略）を駆動して、シャッターを閉じ、ＣＣＤ７の露
光を終了する。
【０１１９】
ステップＳ３０９において、絞り駆動回路１３は絞り２を開放の絞り値まで駆動すると共
に、ステップＳ３１０にて、メインミラー４とサブミラー５をミラー駆動回路１４によっ
てミラーダウン位置に移動する。
【０１２０】
ステップＳ３１１では、設定した電荷蓄積時間が経過したか否かを判別し、経過したと判
別されたならばステップＳ３１２へ移行する。
【０１２１】
ステップＳ３１２において、ＭＰＵ１は、ＣＣＤ７の電荷蓄積を終了し、その後、ステッ
プＳ３１３にて、ＣＣＤ７から撮像信号としての電荷信号を読み出す。
【０１２２】
一連の処理を終えたならば、図６に戻り、撮影処理ルーチンステップＳ２０４を終了して
、ステップＳ２０５へ移行する。
【０１２３】
ステップＳ２０５では、図５のステップＳ１０６にて行ったＩＳＯブラケッティングフラ
グが設定されているか否かを判別する。ＩＳＯブラケッティングフラグが設定されていな
い時には、ステップＳ２０８へ移行して、後述する動作を行う。
【０１２４】
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ＩＳＯブラケッティングフラグが設定されている時には、ステップＳ２０６へ移行する。
【０１２５】
ステップＳ２０６では、ＭＰＵ１は変数Ｎの値を調べ、Ｎ＝０ならば、ステップＳ２０７
へ移行して、図５のステップＳ１０６にて設定されたブラケッティング補正量（ゲイン調
整量）に相当する分、ＡＧＣ９はゲインをアンダー側へ補正する。
【０１２６】
Ｎ＝１ならば、ステップＳ２０８へ移行して、ＡＧＣ９は、図５のステップＳ１０３にて
設定したＩＳＯ値に相当する分のゲインにて補正を行う（ＩＳＯ標準設定）。
【０１２７】
Ｎ＝２ならば、ステップＳ２０９へ移行して、図５のステップＳ１０６にて設定されたブ
ラケッティング補正量（ゲイン調整量）に相当する分、ＡＧＣ９はゲインをオーバー側へ
補正する（ＩＳＯオーバー設定）。
【０１２８】
次いで、ステップＳ２１０では、映像信号処理回路１１にて所定の画像処理を施した後に
、圧縮処理を行って、ステップＳ２１１へ移行すると共に、画像を表示するための画像デ
ータをＬＣＤ駆動回路２５へ送信しステップ２１６へと進み、撮影終了後ＬＣＤモニター
１２０にて撮影画像を表示するステップＳ２１７へと移行する。ステップＳ２１１でメモ
リコントローラ２６は圧縮されたデータをメモリ２８へ記録して、ステップＳ２１２へ移
行する。
【０１２９】
ステップＳ２１２において、ＭＰＵ１は、ＭＰＵ１内の内部メモリに記憶されたＩＳＯブ
ラケッティングフラグの状態を調べ、ＩＳＯブラケッティングフラグが設定されていたな
らばステップＳ２１３へ進み、ＩＳＯブラケッティングフラグが解除されていたならば一
連の撮影が終了する。
【０１３０】
ステップＳ２１３では、ＭＰＵ１は、変数Ｎに対してＮ＝Ｎ＋１として、ステップＳ２１
４へ移行する。
【０１３１】
ステップＳ２１４で、ＭＰＵ１は、変数ＮがＮ＝３に到達したかどうかを判断し、変数Ｎ
がＮ＝３に到達していないと判断されたならば、ステップＳ２０４へ戻り、次の撮影を行
い、Ｎ＝３に到達していると判断されたならば、次のステップＳ２１５にてＩＳＯブラケ
ッティング実行フラグを解除して、撮影を終了する。
【０１３２】
次にＩＳＯブラケッティング撮影終了後の画像表示について図８を参照して説明する。
【０１３３】
図８（ａ）、（ｂ）、（ｃ）はＬＣＤモニター１２０に表示されたＩＳＯブラケッティン
グ撮影終了後の画像表示であり、２０１は撮影画像、２０２は記録画質情報（この場合ラ
ージ／ファイン：Ｆ／Ｌにて記録）、２０３（Ｔｖ）はシャッター秒時情報、２０４（Ａ
ｖ）は絞り値情報、２０５は撮影年月日時刻情報、２０６は画像処理パラメーター情報で
あるＩＳＯ値情報及びＩＳＯブラケッティング撮影時の基準値情報、２０７は選択された
ＷＢモード情報、２０８はＩＳＯブラケッティング撮影時の補正量情報を表示している。
図８（ａ）は基準値ＩＳＯ２００に対しマイナス１段（ＩＳＯ１００相当）にて撮影した
撮影画像を表示したもので、基準値は通常撮影画像でＩＳＯ値を表示する表示部に通常撮
影画像と同様、撮影者が外部入力によって設定した基準値２００を画像処理パラメーター
情報ＩＳＯと基準数値２００とを表示し、マイナス１段の補正量を－１の相対数値にて基
準値表示のすぐ隣にブラケッティング撮影画像であることと基準値に対する補正量とを瞬
時に識別できるように同時に表示して相対的な補正量と補正した撮影画像の変化との対応
が分る構成としてある。図８（ｂ）は基準値（補正量なし）にて撮影した撮影画像を表示
したもので、画像処理パラメーター情報と基準値とを図８（ａ）と同様ＩＳＯ２００を表
示し、±０の表示を基準値表示のすぐ隣り２０８ａに表示してＩＳＯブラケッティング撮
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影の基準値撮影画像であることが識別できるようにしている。図８（ｃ）は基準値ＩＳＯ
２００に対しプラス１段（ＩＳＯ４００相当）にて撮影した撮影画像を表示したもので、
画像処理パラメーター情報と基準値とを図８（ａ）、図８（ｂ）と同様ＩＳＯ２００を表
示し、補正量はプラス１段を＋１の相対値にて基準値のすぐ隣り２０８ｂにブラケッティ
ング撮影画像であることと基準値に対する補正量とを瞬時に識別できるよう表示して相対
的な補正量と補正した撮影画像の変化との対応が分るようにしている。
【０１３４】
次に、ＷＢ（ホワイトバランス）ブラケッティング撮影の設定方法と撮影画像表示につい
て、図９（ａ）、（ｂ）、（ｃ）及び図１０を参照して説明する。
【０１３５】
尚、撮影方法については撮影フローも含めてＩＳＯブラケッティング撮影と同様であるの
で省略する。図１０は背面に配置されている外部液晶表示装置１４０Ａの表示形態を示す
図で、２１０はＷＢモード表示でＡＷＢモード、蛍光灯モード、ストロボモード等をアイ
コン（絵文字）表示している。２１１は記録画質モード表示、２１２はファイル番号及び
フォルダ番号を表示するセブンセグメント表示であり、図は説明の為全点灯状態としてい
る。（本来は選択されたモードのみ表示）
ＷＢブラケッティング撮影の設定方法はＷＢモード選択ボタン１２５を押すとＷＢモード
２１０の前回選択されていたモードが表示され、セブンセグメント２１２の中心の縦バー
表示とその縦バー表示の左右に横バー表示がそれぞれ３本表示される。この状態でメイン
電子ダイヤル１１５を回転することで１クリック毎にＷＢモードが順次選択表示され、Ｗ
Ｂモード選択ボタン１２５押し下げをやめた時点で、その時のモードが選択される。また
、ＷＢモード選択ボタン１２５を押した状態でサブ電子ダイヤル１１６を１クリック回転
することでセブンセグメント２１２の中心縦バー表示のすぐ隣りの左右横バーが丸（○）
表示に変更され±１段の補正量として表示される、更に１クリック回転することでその丸
（○）表示が左右にそれぞれ移動し±２段の補正量として表示されその状態でＷＢモード
選択ボタン１２５の押し下げをやめると、ＷＢブラケッティング撮影が設定される。本実
施例ではＷＢモードはＡＷＢ、ブラケッティング補正量（ゲイン調整量）は±２段に設定
しており、ホワイトバランス（ＷＢ）調整値の補正量設定は±３段までとしている。
【０１３６】
尚、補正量は１段あたり標準色温度に対し１００ケルビン（色温度変換フィルターの５ミ
レッドに相当）に設定しておりマイナス（赤色）補正、プラス（青色）補正を行っている
。図９（ａ）、（ｂ）、（ｃ）はＷＢブラケッティング撮影後のＬＣＤモニター１２０の
撮影画像表示であり、同じ番号については説明を省略し、ＷＢブラケッティング撮影画像
表示に関する部分のみ説明する。図９（ａ）は基準値に対しマイナス２００ケルビンにて
撮影した撮影画像を表示したもので、基準値は選択されたＷＢモードを表示する表示部に
通常撮影画像と同様、選択されたＷＢモードＡＷＢをアイコン（絵文字）表示している。
これはカメラが自動的に算出した色温度数値を基準値とするので、数値表示しても撮影者
が何の数値か判断できないことからカメラが自動的に算出した色温度をＷＢブラケッティ
ングの基準値として撮影者が容易に認識できるようアイコン（絵文字）表示としている。
【０１３７】
マイナス２００ケルビンの補正量を－２と表示しＷＢをマイナス２００ケルビンで撮影し
たことを絶対値にて基準値表示のすぐ隣りに表示してブラケッティング撮影画像であるこ
とと補正量とを瞬時に識別できるようにし、補正した撮影画像の色温度変化が分るように
している。図９（ｂ）は基準値（補正量なし）にて撮影した撮影画像を表示したもので、
基準値は図９（ａ）と同様ＡＷＢをアイコン（絵文字）表示し、±０の表示を基準値表示
のすぐ隣り２０９ａに表示してＷＢブラケッティング撮影の基準値撮影画像であることが
識別できるようにしている。
【０１３８】
図９（ｃ）は基準値に対しプラス２００ケルビンにて撮影した撮影画像を表示したもので
、基準値は図９（ａ）、図９（ｂ）と同様、ＡＷＢをアイコン（絵文字）表示し、プラス
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２００ケルビンの補正量を＋２と表示しＷＢをプラス２００ケルビンで撮影したことを絶
対値にて基準値表示のすぐ隣り２０９ｂに表示してブラケッティング撮影画像であること
と補正量とを瞬時に識別できるようにし補正した撮影画像の色温度変化が分るようにして
いる。
【０１３９】
尚、本実施例では表示が見易いように補正量を１桁数値で表示しているが、補正量そのも
のの数値を表示しても同様の効果がある。また、本実施例では、ＩＳＯブラケッティング
撮影及びＷＢブラケッティング撮影にて説明を行ったが、他の画像処理パラメーターを変
更してのブラケッティング撮影でも適用が可能である。
【０１４０】
尚また、本実施例における電子カメラの制御方法を実現する為のプログラムを格納する記
憶媒体としては、例えば、ＦＤ、ＨＤ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒなどの磁気ディスク、光
ディスク、光磁気ディスク（ＭＯ）、或いは磁気テープ等の、主として不揮発性の記憶装
置が挙げられる。然し、記憶媒体の種類を限定するものではない。
【０１４１】
　以上説明したように、本実施の形態によれば、撮影毎に少なくとも１つの画像処理パラ
メーター情報の値を補正して複数枚コマ撮りするブラケッティング撮影において、撮影さ
れたブラケッティング撮影画像を表示する際、補正した画像処理パラメーター情報とその
補正量情報とを表示したことで、撮影者がブラケッティング撮影画像であることを容易に
識別することが可能となる。また、どの画像処理パラメーターを補正して撮影したブラケ
ッティング撮影画像であるかが容易に識別することが可能となる。更に補正量と撮影画像
の対比が可能となる。
【０１４２】
　また、画像処理パラメーター情報に撮影者の意思により設定された基準値を表示するよ
うにし、数値を表示しても分りにくい自動設定された基準値は表示しないようにしている
ので、画像確認時撮影者が分りやすい表示となる。
【０１４３】
　さらに、補正量情報に、基準値が表示されている場合は、基準値に対する相対数値で表
示するようにしているので、補正量と画像の変化とが相対的に判断することができ、基準
値が表示されていない場合は、補正量を設定された絶対値で表示するようにしているので
、設定された補正値での絶対値的画像で判断することができるので画像と補正量との比較
が容易にできる。
【発明の効果】
　本発明によれば、オートブラケッティング撮影を行った後の撮影画像確認において、ブ
ラケッティング撮影画像であることと、基準値と補正値とを容易に識別することができる
。
【０１４４】
また、基準値撮影画像でも補正値情報を表示するようにしているので、ブラケッティング
撮影画像の基準値画像であることが判別でき、補正画像との画像比較を容易にすることが
可能である。また、画像処理パラメーター情報を通常撮影時の画像処理パラメーター表示
と兼用できるので、表示装置の小形化が図れる、等々の効果を呈する。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係る実施例における一眼レフタイプ電子カメラの外観上面図
【図２】　本発明に係る実施例における一眼レフタイプ電子カメラの外観背面図
【図３】　本発明に係る実施例における一眼レフタイプ電子カメラの制御系の構成を示す
ブロック図
【図４】（ａ）、（ｂ）、（ｃ）　本発明に係る実施例における一眼レフタイプ電子カメ
ラの上面液晶表示部に表示される画像の例を示す説明図
【図５】　本発明に係る実施例における一眼レフタイプ電子カメラのＩＳＯブラケッティ
ング設定動作を示すフローチャート
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【図６】　本発明に係る実施例における一眼レフタイプ電子カメラのＩＳＯブラケッティ
ング撮影におけるシーケンス制御動作を示すフローチャート
【図７】　図６のステップＳ２０４における撮影処理の詳細な制御動作を示すフローチャ
ート
【図８】　本発明に係る実施例における一眼レフタイプ電子カメラのＩＳＯブラケッティ
ング撮影画像の表示例を示す説明図、（ａ）は、基準値ＩＳＯ２００に対しマイナス１段
（ＩＳＯ１００相当）にて撮影した撮影画像の表示例、（ｂ）は、基準値（補正量なし）
にて撮影した撮影画像の表示例、（ｃ）は、基準値ＩＳＯ２００に対しプラス１段（ＩＳ
Ｏ４００相当）にて撮影した撮影画像の表示例
【図９】（ａ）、（ｂ）、（ｃ）　本発明に係る実施例における一眼レフタイプ電子カメ
ラのＷＢ（ホワイトバランス）ブラケッティング撮影画像の表示例を示す説明図
【図１０】　本発明に係る実施例における一眼レフタイプ電子カメラの背面液晶表示部に
表示される画像の例を示す説明図
【符号の説明】
１　マイクロコンピュータ（ＭＰＵ）
２　絞り
３　ペンタプリズム（ペンタゴナルダハプリズム）
４　メインミラー
５　サブミラー
６　機械シャッター装置
７　ＣＣＤ
８　クランプ／ＣＤＳ回路
９　ＡＧＣ（自動利得調整装置）
１０　Ａ／Ｄ変換器
１１　映像信号処理回路
１２　ＡＦ駆動回路
１３　絞り駆動回路
１４　ミラー駆動回路
１５　焦点検出センサー
１６　焦点検出回路
１７　シャッター駆動回路
２１　スイッチセンス回路
２２　測光センサー
２３　測光回路
２４　液晶表示駆動回路
２５　ＬＣＤ駆動回路
２６　メモリコントローラ
２７　バッファメモリ
２８　メモリ
２９　外部インターフェース
３０　ファインダー内液晶表示器
３１　電源部
１００　カメラ本体
１１４　レリーズボタン
１１５　メイン電子ダイヤル
１１６　サブ電子ダイヤル
１１７　撮影モード選択ボタン
１１８　ＡＦモード選択ボタン
１１９　測光モード選択ボタン
１２０　ＬＣＤモニター装置
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１２５　ＷＢモード選択ボタン
１２６　記録画質選択ボタン
１４０、１４０Ａ　外部液晶表示装置
２００　撮影レンズ

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】
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